
ー チケット TICKEr | 

1 日通し券： 2,500円

匿 チケットぴあにて販売中！
【 Pコード： 553-762 】

〇インターネット購入
※セプン—イレプンかファミリーマートで
発券の上、ご来場ください。

: 0セブン—イレブンで直接購入
法 ※店内のマルチコピー機よりご購入ください。

〇会場受付で購入当日13時30分より販売

圏

18歳以下は無料ご招待！
18歳以下の若い世代の皆さんに

「初めての大島渚体験」をしてもらうべく、

先着50名様を本イベントに無料でご招待いたします。

ー会場 VENUE | 
丸ビルホール
東京都千代田区丸の内2-4-1 丸ビル7F

(J R東京駅丸の内南口より徒歩l 分／丸の内線東京駅お

よび千代田線二重橋駅より直結）

··置•18歳以下の方
(2005年4月旧以降生まれの方）

·l置闊譴► PFF公式サイトにて、先麓順に受付。

一3月15日（金）正午
※定員になり次第、受付終了となります。
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第
5

回
世界へと飛躍する次世代の才能を顕彰する映画賞として、

2019年に創設された「大島渚賞」。

第5回の受賞者は、『遠いところ』の工藤将亮監督に決定しました。

記念上映会では、『遠いところ』と大島渚監督『少年』の上映に加え、

工藤監督と審査員長・黒沢清監督とのトークを実施します。

黒沢監督から工藤監督への講評はもちろん、

常に怒りをもって社会の問題と対峙し、既成概念と闘い、自由を追求し続けた

“大島渚”という強烈な個性とスピリッツについて、お二人が熱く語ります。

映画を志す若い世代の方、必見の時間です！

受賞監督作品上映

『遠いところ』
2022年／カラー／ 128分

監督脚本：工藤将亮

出演：花瀬琴音、石田夢実、佐久間祥朗

長谷川月起、松岡依都美

幼い息子を抱え、貧しさの中で必

死に生きる17歳の母。青い海に囲

まれた美しい島、伝統的な家族

のつながり、といった沖縄のイメー

ジを覆す、過酷な日常がリアルに

映し出される。絶望しかない主人

公の、観客に問いかけるようなラ

ストシーンが胸を打つ！

謳

開場 13:30

工藤将亮
（＜どう・まさあき）

1983年10月 31 日生まれ。京都府出身。ビジュアルアーツ専門学校大

阪を卒業後、大島渚監督に憧れ、松竹撮影所に入社。森田芳光監

督、石井岳龍監督、山崎貴監督らに師事する。初長編監督作「アイム・

クレイジー」 (19年）が第22回富川国際ファンタスティック映画祭にて

NETPAC賞を受賞。長編2作目の「未曾有」 (21 年）がタリンブラック

ナイト国際映画祭Rebels with A Cause部門で正式上映。 3作目

となる「遠いところ」か2022年7月、第56回カルロヴィ・ヴァリ国際映

画祭のコンペティション部門に日本映画として10年ぶりに選出された

ほか、同年の第23回東京フィルメックスで観客賞を受賞。また2024

年 1 月、第37回高崎映画祭で新進監督グランプリ＆最優秀新人俳優

賞（花瀬琴音）をダプル受賞したことが発表された。

いまこそ観たい大島渚作品 I

~:督大島渚
i演：渡辺文雄、小山明子

阿部哲夫、木下剛志

庫に身を投げ運転手から金をせ
しめる“あたり屋”一家。壮絶な大

八の世界を空想に逃避して生き

直びる10歳の少年の孤独を描く。
］芯際にあった事件を元に、低予
Hながら全国縦断ロケを敢行し

こ美しくも衝撃的な傑作。

開浙 14:00 (19: 10終了予定）

トークショー

工藤将亮（第5回受賞者）
X 

黒沢清（審査員長）※写真
MC：荒木啓子(PFFデイレクター）

大島渚賞とは？
大島渚賞は、 2019年に一般社団法人PFFが創

設した、映画の未来を拓き、世界へと羽ばたこ

うとする、若くて新しい才能に対して贈られる賞

です。原則»前年に発表作品があり、劇場公

開作3本程度までの若手監督を対象に、各国

の映画祭プログラマーやディレクター、映画人

の推薦をもらい、審査員が受賞者を決定します。

デビュー以来、日本社会に波紋を投じる作品を

つくり続けた大島渚監督が、高い志を持って世

界に挑戦していったように、それに続く次世代

の監督を、期待と称賛を込めて顕彰します。

また、毎年開催する記念上映会では、受賞作

品と共に、大島渚監督作品も上映し、大島渚

監督の魅力を次世代の観客に繋いでいきます。

第 5 回審査員
審査員長：黒沢清監督

審査員：荒木啓子

※第 1回からの審査員長・坂本龍一氏のご逝去に伴

い、これまで審査員だった黒沢清監督が審査員

長を務め、荒木啓子PFFティレクターと2名で審査

を行いました。

過去の受賞者
第1 回：小田香監督「セノーテ』

第2回該当者なし

第3回藤元明緒監督「海辺の彼女たち』

第4回：山崎樹一郎監督「やまぶき』

©2022「遠いところ」フィルムパートナーズ

も
つ と大島渚を観よう9. 

実はいま、大長［渚監督のほぼ全作品をオンライン配信で
観ることが出来ます。世界中の監督たちから敬愛される、オーシマ作品を［ぜひ体感してください。 I フィルモグラフィーFILMOGRAPHY ※テレビ作品は除く

ロ・・・配信で視聴できる作品(24年2月現在）
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PROFILE 

1932年、京都府生まれ。京都大学法

学部を卒業し、松竹に助監督として入社。

1959年「愛と希望の街Jで監督デピュー。「青
春残酷物語」「日本の夜と霧」などで新鮮な技
法を見せ、一躍脚光を浴びる。 1961 年松竹を退

社し、独立プロ「創造社」を設立。 1975年に「大島
渚プロダクション」を設立。 1976年、日仏合作映画

「愛のコリーダ」が海外で高い評価を得て、 1978年「愛
の亡霊Jで第31 回カンヌ映画祭の最優秀監督賞を受賞。

その後「戦場のメリークリスマス」「マックス、モン・アムー
ル」などの海外合作映画を発表し話題を呼ぶ。 2001 年フラ

ンス芸術文化勲章授与。 2013年に80歳で永眠。 1979~88

年、 92年と「ぴあフィルムフェスティパル」の審査員を務めた。
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